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第
十
三
期
運
営
委
員
会
発
足

　         

　
〜
政
大
受
講
生
に
よ
る
新
し
い
議
論
の
場
〜

　
吉
田
宣
之
校
長
に
よ
る
受
講
生
の
意
見

に
耳
を
傾
け
企
画
や
運
営
を
考
え
て
い
き

た
い
と
す
る
考
え
の
下
、
受
講
生
に
よ
る

運
営
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
運
営
委
員
会
は
、
立
候
補
に
よ
る
十

三
名
（
専
門
政
治
講
座
七
名
、
一
般
社
会

人
講
座
六
名
）
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
第
一

回
運
営
委
員
会
（
七
月
九
日
）
の
冒
頭
に

あ
た
り
、
吉
田
校
長
よ
り
「
第
十
三
期
を

座
学
と
実
践
を
両
立
し
て
い
く
に
あ
た

り
、
受
講
生
か
ら
の
意
見
を
拝
聴
し
た
い
」

　
運
営
委
員
会
で
は
、
洞
田
慎
一
氏
（
逗
子

市
）
を
委
員
長
に
決
定
し
議
事
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
洞
田
氏
は
「
ど
の
よ
う
な
活
動
で
あ

れ
、
受
講
生
の
活
動
は
政
治
活
動
に
結
び
つ

く
も
の
。
政
治
の
責
任
を
問
わ
れ
る
今
日
、

受
講
生
各
人
が
責
任
の
意
識
を
持
っ
て
あ
た

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
と
り
ま
と
め
役
と
し

て
運
営
委
員
会
が
機
能
す
る
よ
う
努
め
た

い
」
と
発
言
し
た
。
運
営
委
員
会
の
議
論
の

方
針
は
、「
自
民
党
の
綱
領
、
方
針
等
に
添
っ

た
活
動
を
通
じ
て
、
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

に
繋
が
る
こ
と
」
を
軸
と
し
て
、
受
講
生
が

日
々
の
勉
強
・
研
究
活
動
を
学
則
に
準
じ
て

行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
調
整
役
の

機
能
を
果
た
す
よ
う
議
論
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

①
自
民
党
の
綱
領
、
方
針
等
に
添
っ
た
活
動

　
を
行
う
こ
と

②
よ
り
よ
い
政
治
活
動
を
担
う
、
よ
り
よ
い

　
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
繋
が
る
こ
と

③
誰
も
が
賛
同
・
参
加
で
き
る
要
望
・
企
画

　
を
、
開
か
れ
た
場
に
て
議
論
す
る
こ
と

○
運
営
委
員
会
広
報
資
料
の
編
纂
・
発
行

　
運
営
委
員
会
が
編
集
に
あ
た
り
、
運
営

委
員
会
の
報
告
の
他
、
受
講
生
の
活
動
状

況
等
を
情
報
に
加
え
る
な
ど
工
夫
す
る
。

○
受
講
生
の
交
友
活
動
の
推
進

　
講
義
後
の
勉
強
会
や
声
が
け
や
、
交
友

を
深
め
る
為
の
懇
親
会
な
ど
、
受
講
生
の

自
主
的
な
勉
強
・
研
究
活
動
を
支
援
す
る
。

加
藤
洋
治
事
務
局
長
よ
り
「
各
受
講
生
が

安
心
し
て
勉
強
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る

場
を
提
供
す
る
上
で
、
積
極
的
な
意
見
を

期
待
す
る
」
と
の
趣
旨
説
明
が
な
さ
れ
た
。

政
大
の
新
し
い
取
組
と
し
て
教
授
陣
、
事

務
局
、
受
講
生
が
三
位
一
体
に
て
、
政
大

の
活
動
を
支
え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

①
神
奈
川
県
庁
防
災
対
策
本
部
／
神
奈
川

県
議
会
（
十
月
十
四
日
（
予
定
調
整
中
））

②
横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
／
三
菱
み
な

と
み
ら
い
技
術
館
（
十
一
月
五
日
）

運
営
委
員
会
の
顔
ぶ
れ

朝
雄
健
一
郎
（
一
般
・
横
浜
市
鶴
見
区
）

阿
部
宏
史
（
専
門
・
川
崎
市
中
原
区
）

阿
部
浩
幸
（
専
門
・
横
浜
市
中
区
）

伊
藤
龍
一
（
一
般
・
横
浜
市
港
北
区
）

大
木
丈
二
（
一
般
・
横
浜
市
神
奈
川
区
）

大
山
健
一
（
専
門
・
横
浜
市
）

小
田
切
雅
義
（
専
門
・
横
浜
市
中
区
）

佐
藤
眞
次
郎
（
一
般
・
横
浜
市
中
区
）

須
藤
賢
一
（
専
門
・
茨
城
県
行
方
市
）

中
村
智
恵
美
（
一
般
・
横
須
賀
市
）

長
谷
川
琢
磨
（
専
門
・
横
浜
市
都
筑
区
）

藤
本
由
紀
子
（
一
般
・
藤
沢
市
）

洞
田
慎
一
（
専
門
・
逗
子
市
・
委
員
長
）

※

五
十
音
順
・
敬
称
略

議
論
・
企
画
等
の
方
針

運
営
委
員
会
の
活
動

「
防
災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
視
察
・
見
学
企
画

６
月
実
施
校
長
レ
ポ
ー
ト
を
検
討

　
吉
田
校
長
は
、
今
期
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

国
の
安
定
的
発
展
と
国
民
の
幸
福
と
い
う

政
治
理
念
の
基
本
的
視
座
に
立
っ
た
上
で
、

三
種
の
変
容
を
受
講
生
に
宿
す
た
め
に
は
、

座
学
と
実
践
が
重
要
と
つ
と
に
発
言
さ
れ

て
き
た
。
運
営
委
員
会
で
は
校
長
レ
ポ
ー

ト
の
結
果
を
受
講
生
の
視
点
か
ら
議
論
を

行
っ
た
。
議
論
の
結
果
、
三
月
に
発
生
し

た
震
災
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、

視
察
研
修
を
軸
と
し
て
受
講
生
の
体
験
や

討
論
に
結
び
つ
け
た
、
政
大
な
ら
で
は
の

企
画
を
行
い
た
い
と
の
結
論
に
達
し
、
具

体
的
な
企
画
を
事
務
局
と
調
整
に
入
っ
た
。

受
講
生
見
学
企
画

　
防
災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
連
し
た

講
座
の
開
講
等
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

十
二
月
に
は
受
講
生
討
論
会
も
予
定
さ
れ

る
。
運
営
委
員
会
で
は
、「
受
講
生
同
士
の

交
友
や
、
ミ
ニ
勉
強
会
を
開
く
な
ど
、
講

座
後
の
時
間
な
ど
を
活
用
し
、
自
主
勉
強

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。
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受
講
生
の
実
践
活
動
　
〜
座
学
と
実
践
の
両
輪
〜
　

≪特集≫予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
手
伝
い
を
通
し
て

で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
県

連
や
議
会
事
務
局
の
仕
事
を
知
る
こ
と
も
で

き
る
、
貴
重
な
実
践
勉
強
の
場
で
す
。
こ
の

よ
う
な
勉
強
の
場
を
毎
年
確
保
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
県
連
に
感
謝
し
ま
す
。

　
受
講
生
に
割
り
振
ら
れ
る
役
割
は
、
ま
さ

に
実
践
で
す
。
県
連
職
員
の
指
揮
の
下
で
本

番
を
経
験
し
ま
す
。
と
は
い
え
、
ど
な
た
で

も
で
き
る
作
業
で
す
の
で
、
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
体
験
を
分
か
ち
合
い
た

い
。
実
践
し
て
の
活
動
は
、
座
学
よ
り
も
数

倍
印
象
に
残
り
や
す
く
感
じ
ま
す
。
県
連
に

は
こ
れ
か
ら
も
受
講
生
が
参
加
で
き
る
実
践

の
場
を
提
供
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
神
奈
川
県
議
会
第
二
回
定
例
会
が
七
月

十
四
日
に
終
了
し
た
次
の
週
、
自
民
党
神

奈
川
県
議
団
の
先
生
方
は
休
む
こ
と
な
く

十
九
日
か
ら
四
日
間
、
県
庁
に
て
予
算
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局

を
通
じ
て
専
門
政
治
講
座
受
講
生
に
案
内

が
配
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
方

が
お
手
伝
い
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
議
員
と
団
体
の
議
論
を
目
の
前
で
見
る

こ
と
が
で
き
、
県
内
の
問
題
や
要
望
を
把

握
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
質
問
の
仕
方
ま

専
門
政
治
講
座

長
谷
川
琢
磨
（
横
浜
市
都
筑
区
）

か
な
が
わ
自
民
党
　
市
町
村
議
員
協
議
会  

政
策
勉
強
会
（
石
破
茂
氏
講
演
）
へ
の
参
加

一
般
社
会
人
講
座

大
木
丈
二
（
横
浜
市
神
奈
川
区
）

一
般
社
会
人
講
座

森
　
和
久
（
鎌
倉
市
）

専
門
政
治
講
座

阿
部
浩
幸
（
横
浜
市
中
区
）

　
専
門
政
治
講
座
の
受
講
生
を
対
象
と
し
た

案
内
が
な
さ
れ
、
時
間
を
調
整
し
参
加
し
た
。

　
自
分
な
り
に
講
演
を
ま
と
め
る
と
、「
小

選
挙
区
の
導
入
に
よ
り
自
民
党
が
ダ
メ
に

な
っ
た
。
ま
た
、
自
民
党
は
政
策
の
名
前
の

付
け
方
が
悪
く
、
七
十
歳
以
上
の
保
険
制
度

を
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
と
命
名
し
、

こ
れ
以
上
先
が
無
い
よ
う
な
印
象
を
与
え

た
。
こ
れ
が
年
寄
り
い
じ
め
の
よ
う
に
映
っ

た
こ
と
で
、
選
挙
に
負
け
た
。
昨
今
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
に
話
を
移
す
と
、
原
子
力
を
廃

止
と
考
え
て
い
る
ド
イ
ツ
は
、
フ
ラ
ン
ス
か

ら
原
子
力
で
発
電
し
た
電
力
を
購
入
で
き
、

石
炭
火
力
発
電
を
活
用
す
る
事
で
、
電
力
問

題
で
逼
迫
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、↘

↖
日
本
は
そ
う
は
行
か
な
い
。
想
定
外
と

い
っ
た
話
で
は
、
危
機
管
理
を
や
る
必
要

が
な
い
。
二
〇
〇
七
年
に
貞
観
地
震
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
が
東
電
に
上
げ
ら
れ
た
が

経
営
者
が
握
り
潰
し
た
。
絶
対
安
全
と
い

わ
な
い
と
原
発
が
で
き
な
か
っ
た
戦
後
の

環
境
は
あ
っ
た
。
何
が
間
違
っ
て
い
た
か

を
自
民
党
と
し
て
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
議
員
の
勉
強
会
は
、
普
段
の
講
義
と
は

ひ
と
味
違
っ
た
体
験
で
あ
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

　
六
月
三
日
〜
五
日
に
参
加
し
た
震
災
復
興

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
で
す
。
や
は
り
現
地

の
状
況
は
凄
ま
じ
く
、
現
地
を
目
で
見
る
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
場
所
は
岩
手
県
陸

前
高
田
市
、
作
業
は
田
ん
ぼ
の
が
れ
き
除
去
。

三
十
人
で
一
日
か
か
っ
て
田
ん
ぼ
三
枚
！
現

状
や
復
興
の
厳
し
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
神
奈
川
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
バ
ス
が
横
浜
西
口
か
ら
頻

繁
に
出
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
現

地
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

横
浜
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議

TEL

：

045-201-8620
FAX

：

045-201-1620
　
私
は
、
市
民
で
構
成
さ
れ
る
鎌
倉
ガ
ー

デ
ィ
ア
ン
ズ
に
登
録
し
て
お
り
、
七
月
十
七

日
に
計
画
さ
れ
た
東
松
島
市
、
多
賀
城
市
の

視
察
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
、
鎌
倉

版
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
視
察
し
た
東
松
島
市

の
「
野
蒜
（
の
び
る
）」
を
撮
影
し
た
動
画

をYouTube

に
投
稿
し
て
お
り

ま
す
。
検
索
す
る
場
合
は
、

YouTube

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か

ら
「
野
蒜20110717

」
で
検
索

す
る
と
、
十
一
本
が
表
示
さ
れ
ま

す
。百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
で
す
。

編
集
後
記

　
運
営
委
員
会
の
議
事
を
ど
の
よ
う
受
講
生

に
伝
え
る
の
が
よ
い
か
諮
っ
た
と
こ
ろ
、「
議

事
録
で
は
硬
す
ぎ
て
誰
も
読
ま
な
い
か
ら
、

講
座
後
に
口
頭
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と

の
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。
委
員
長
の
つ
た
な

い
説
明
で
は
伝
わ
り
に
く
か
ろ
う
と
い
う
こ

と
や
、
受
講
生
は
様
々
に
実
践
活
動
を
展
開

し
て
い
る
の
で
す
、
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る

こ
と
で
政
大
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
か
と
紙
面
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
開
講
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、
九
月
か
ら
は
特

別
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会
も
始
ま
り
ま
す
。

に
も
関
わ
ら
ず
お
互
い
の
名
前
と
顔
が
一
致

し
て
い
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
交
友
を
拡
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。
小
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
や

研
究
な
ど
、交
友
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
紙
面
を
通
し
て
、
受
講
生
同
士
の
ご
縁

を
形
成
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。（
洞
田
慎
一
）


